
平成 2５年度技術士第二次試験 

筆筆記記試試験験問問題題・・合合格格答答案案実実例例集集  

［［上上下下水水道道部部門門］］  

AAPPEECC--sseemmii  ＆＆  SSUUKKIIYYAAKKII 塾塾  



 

 

 

 

 

問題と正解 
（必須科目） 



過去問題の引用出題状況（上下水道部門） 

問題 分類 備考 

1 × H16～18 に同様の問題なし。 

2 ○ H17 1-3 とまったく同じ。 

3 × H16～18 に同様の問題なし。 

4 ○ H18 1-6 とまったく同じ。 

5 × H16～18 に同様の問題なし。 

6 ○ H16 1-3 とまったく同じ。 

7 ○ H16 1-8 とほぼ同じ。選択肢①の記述が少し変わっただけ。 

8 × H16～18 に同様の問題なし。 

9 ○ H17 1-9 とまったく同じ。 

10 × H16～18 に同様の問題なし。 

11 ○ H18 1-9 とまったく同じ。 

12 × H16～18 に同様の問題なし。 

13 ○ H18 1-10 とまったく同じ。 

14 × H16～18 に同様の問題なし。 

15 ○ H18 1-14 とほぼ同じ。選択肢③が変わっているだけ。 

16 × H16～18 に同様の問題なし。 

17 ○ H16 1-19 とまったく同じ。 

18 × H16～18 に同様の問題なし。 

19 ○ H17 1-18 とまったく同じ。 

20 ○ H18 1-18 とまったく同じ。 

○：過去問題をそのまま、あるいはほぼそのまま引用。暗記でもおおむね解ける。 

△：過去問題を引用しているが、数値等内容が変えてあって、暗記では解けない。 

×：過去問題に類似出題はない。 

 

【出題傾向コメント】 

○が 11 問、△が 0 問、×が 9 問で、○だけでも 15 問中 70％以上になる。 

Q1～Q6 水道環境、Q7～13 上水道工業用水、Q14～20 下水道に割り振られている。出題内容

は基礎的な専門技術問題多いが水道環境は法令・社会動向等も多い。 

よって、以下の方法で対策を講じるのが適当と思われる。 

①H16 以降の過去問題と正解より、誤選択肢を正しい内容に直して、「全選択肢正解問題集」

を作る。 

②時代の変化に伴い陳腐化している選択肢・問題を消去するとともに、内容が時代変化してい

る選択肢を修正する。 

③上記①と②の作業により内容がおおむね頭に入るので、これをベースに 2～3 週間に 1 回程度

内容を見直して忘れないようにする。 

④問題Ⅱ・Ⅲ対策のついでに専門知識や社会情勢等（白書等による）も補足する。 















































































































































 

 

 

 

 

10-1 上水道及び 

工業用水道 



問題Ⅱ 

（専門問題） 







選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目    １ 枚中 

技術部門        上下水道部門 

選択科目 上水道及び工業用水道 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

選択科目Ⅱ－１－２ （良い出来ではありません。生物処理方式として回答した

２事例は的確ではなく、浸漬ろ床方式、回転円板方式などが一般的です。）

１ ．  生 物 処 理 導 入 の 効 果  

生 物 処 理 の 効 果 と し て は 、 急 速 ろ 過 法 の ふ る い 分 け

や ろ 過 砂 へ の 付 着 な ど 物 理 的 な 処 理 で 除 去 で き な い 物

質 を 除 去 で き る こ と で あ る 。 具 体 的 に は 、 ア ン モ ニ ア

態 窒 素 、 藻 類 、 マ ン ガ ン 、 臭 気 な ど の 除 去 が 可 能 で あ

る 。  

２ ．  生 物 処 理 の 方 式  

 生 物 処 理 の う ち 、 多 く 採 用 さ れ て い る 緩 速 ろ 過 法 及

び 生 物 活 性 炭 処 理 （ Ｂ Ａ Ｃ 方 式 ） に つ い て 述 べ る 。  

１ ）  緩 速 ろ 過 法  

緩 速 ろ 過 は 、 ろ 過 池 に 敷 き 詰 め た 砂 層 と そ の 砂 層 表

面 に 増 殖 し た 微 生 物 群 に よ っ て 、 水 中 の 不 溶 解 性 成 分

を 補 足 す る と と も に 、 溶 解 性 物 質 を 酸 化 分 解 す る こ と

を 利 用 し た プ ロ セ ス で あ る 。 砂 の 洗 浄 で は 、 懸 濁 物 質

等 が 表 層 部 に 集 中 す る の で 、 必 要 な ろ 過 水 量 が 確 保 で

き な い 場 合 は 、 ろ 過 を 停 止 し て 砂 を 1 0 ㎜ 程 度 削 り 取

る 必 要 が あ る 。  

２ ）  生 物 活 性 炭 処 理 （ Ｂ Ａ Ｃ 方 式 ）  

生 物 活 性 炭 処 理 は 、 活 性 炭 の 吸 着 力 に 加 え 、 粒 状 活

性 炭 を 担 体 と し て 、 そ の う え に 成 長 し た 微 生 物 に よ る

分 解 作 用 を 持 ち 、 併 せ て 除 去 能 力 を 維 持 す る 処 理 方 法

で あ る 。 生 物 の 漏 出 防 止 の た め 十 分 な 逆 洗 浄 が 必 要 で

あ る こ と や 、 オ ゾ ン 処 理 と 併 用 さ れ る 場 合 が 多 い こ と

な ど の 特 徴 が あ る 。  

 



選 択 科 目 上 水 道 及 び 工 業 水 道

科目

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目    １枚中 

技術部門       上下水道部門

部門

専門とする事項  浄水処理 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－1－2 

浄 水 過 程 に お け る 生 物 処 理 導 入 の 効 果  

生 物 処 理 の 特 長 は 微 生 物 の 生 物 化 学 作 用 で 水 中 の 有 機

物 特 に 通 常 の 浄 水 処 理 方 法 で は 除 去 で き な い 水 中 の 溶

解 性 物 質 を 除 去 す る 。 除 去 物 質 を 上 げ る と 臭 気 物 質 （  

２ － Ｍ Ｉ Ｂ ， ジ ェ オ ス ミ ン ， そ の 他 の 臭 気 物 質 ） ， 鉄 ，

マ ン ガ ン 類 、 陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 ， フ ェ ノ ー ル 類 等

様 々 な 微 量 有 機 物 質 の 除 去 が 行 え る こ と で あ る 。 次 に

生 物 処 理 方 法 を 以 下 列 記 す る 。 （ １ ) 緩 速 ろ 過 法 ，

（ ２ ） 粒 状 活 性 炭 処 理 （ Ｂ Ａ Ｃ ） ， （ ３ ） 生 物 処 理 の

浸 漬 ろ 床 法 等 が あ る 。 以 下 そ れ ら の 概 要 を 説 明 す る 。  

（ １ ） ： 緩 速 ろ 過 施 設 は 広 大 な 面 積 が 必 要 で あ る が 維

持 管 理 が や さ し く ， 水 質 が １ ０ 度 以 下 の 清 澄 な 原 水 に

適 す る 。 水 中 の 微 生 物 が ろ 層 に 繁 殖 し て ， 前 述 し た 臭

気 物 質 ， ア ン モ ニ ア 性 窒 素 等 の 有 機 物 を 懸 濁 物 質 と 共

に 除 去 す る も の で あ る 。 砂 の 通 貨 速 度 は ４ ～ ５ ｍ ／ 日

と 非 常 に ゆ っ く り と し た 速 度 で 処 理 す る も の で あ る 。  

（ ２ ） ： 粒 状 活 性 炭 は 前 塩 素 処 理 を し な い で 粒 状 活 性

炭 内 に 繁 殖 す る 微 生 物 に よ る 処 理 を 行 う も の で ， 粒 状

活 性 炭 は 多 孔 質 の 炭 素 材 料 で マ ク ロ 孔 （ 0 . 0 1  ～ 1 0

 ） ， ミ ク ロ 孔 （ 0 . 0 1  ～ 1 0  の 細 孔 で 表 面 積 が

7 0 0 ～ 1 4 0 0 ㎡ ／ ｇ と い う 莫 大 な 表 面 積 を 有 し ， こ の 構

造 で 水 中 の 有 機 物 質 と 微 生 物 処 理 を す る も の で あ る 。  

（ ３ ） ： 浸 漬 ろ 床 法 は ハ ニ コ ー ム チ ュ ー ブ を 水 中 に 浸

漬 し ， 溶 存 酸 素 の 存 在 の 中 繁 殖 し た 微 生 物 に よ り 有 機

物 質 を 除 去 す る も の で あ る 。  





選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目    １ 枚中 

技術部門        上下水道部門 

選択科目 上水道及び工業用水道 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

選択科目Ⅱ－１－３  

１ ．  ウ ォ ー タ ー ハ ン マ 発 生 の 仕 組 み  

ウ ォ ー タ ー ハ ン マ は 、 バ ル ブ の 開 閉 、 停 電 に よ る ポ

ン プ の 急 停 止 し た 場 合 な ど 、 管 内 の 流 速 が 急 激 に 変 化

し た と き に 、 管 内 圧 力 が 過 渡 的 に 変 動 す る 現 象 で あ り 、

水 撃 作 用 と も い う 。 特 に 停 電 に よ っ て ポ ン プ が 急 停 止

し た 場 合 は 、 送 水 管 内 圧 力 は 急 低 下 し 負 圧 と な る こ と

が あ る 。 管 路 で 負 圧 が － １ ０ ｍ 以 上 下 が る と 、 管 内 の

水 に 空 洞 が 生 じ る 水 中 分 離 現 象 が 生 じ る 。 こ の 水 中 分

離 発 生 後 上 流 側 の 水 と 下 流 側 の 水 が ぶ つ か り 合 い 再 結

合 す る 時 、 異 常 に 高 い 衝 撃 圧 を 生 み 出 す 。  

２ ． ウ ォ ー タ ー ハ ン マ の 防 止 法  

 ウ ォ ー タ ー ハ ン マ に は 以 下 の 防 止 法 が あ る 。  

①  ポ ン プ に フ ラ イ ホ イ ー ル を 設 置 し 、 慣 性 効 果 を 大

き く し 、 ポ ン プ 吐 出 し 圧 力 の 急 激 な 低 下 を 緩 和 す る 。  

②  ポ ン プ 吐 出 し 側 管 路 に コ ン ベ ン シ ョ ナ ル サ ー ジ タ

ン ク を 設 け る こ と に よ り 、 圧 力 上 昇 を 吸 収 し 、 圧 力 降

下 に 対 し て は 水 を 補 給 し て 負 圧 の 発 生 を 防 止 す る 。 こ

の 方 法 は 、 最 も 安 全 で 確 実 な 対 策 で あ る が 、 ポ ン プ 揚

程 に よ っ て 高 い 塔 と な り 建 設 費 が 高 く な る 。  

③  ポ ン プ 吐 出 し 側 管 路 に ワ ン ウ ェ イ サ ー ジ タ ン ク を 設

け る こ と に よ り 、 圧 力 降 下 時 の み に 必 要 水 量 を 補 給 し

て 、 管 路 の 負 圧 を 防 止 す る 。 こ の 方 法 は 、 小 型 で 経 済

的 で あ る が 、 逆 止 弁 の 維 持 管 理 等 が 必 要 で あ る 。  

④  水 の 圧 力 上 昇 を 防 止 す る 緩 閉 式 逆 止 弁 や 、 水 の 逆 流

を 防 止 す る 急 閉 式 逆 止 弁 を 設 け る 。  



選択科目 上水道及び工業用水道  科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目    １枚中 

技術部門       上下水道部門

部門

専門とする事項   浄水処理 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－1－3 

１ ．  ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー の 発 赤 の 仕 組 に つ い て  

ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー は 送 配 水 管 路 に お い て 送 水 管 路 の

よ う な 単 管 路 で 長 い 距 離 を 有 す る 場 合 に ポ ン プ の 停 電

な ど に よ り 緊 急 停 止 し た 場 合 に ポ ン プ 出 口 付 近 の 管 路

が 急 傾 斜 し て い る 場 合 あ る い は 配 水 池 ま で の 間 で 凸 部

が 存 在 す る 場 合 に 水 圧 の 急 変 動 で 管 路 内 に 水 蒸 気 が 発

生 し ， 水 蒸 気 が 元 通 り の 状 態 に も ど る 時 に 消 滅 す る 。

そ の 時 に 異 常 水 圧 が 発 生 し 管 路 の 耐 力 を 超 え る 時 に 破

壊 さ れ る こ と が 生 じ る 。 こ の 状 況 を ウ ォ ー タ ー ハ ン マ

ー と い う 。 配 水 管 網 等 で は 異 常 水 圧 が 各 配 管 へ 分 散 し

圧 力 を 逃 が す た め 生 じ に く い 。  

２ ．  ウ ォ ー タ ー ハ ン マ ー の 防 止 方 法  

( 1 ) コ ン ベ ン シ ョ ナ ル サ ー ジ タ ン ク ： 送 配 水 管 路 の 凸

部 に 圧 力 を 開 放 さ せ る タ ン ク 施 設 を 建 設 し 異 常 な 水 圧

を タ ン ク 内 で 緩 和 す る 方 法 で あ る 。 圧 力 を 逃 が せ る だ

け の 余 裕 高 さ が 必 要 と な る 。  

( 2 ) ワ ン ウ ェ イ サ ー ジ タ ン ク ： 送 配 水 管 内 の 凸 部 に 異

常 水 圧 を 逃 が せ れ る 容 量 的 な タ ン ク を 設 置 し 水 圧 の 変

化 を 生 じ た 時 に タ ン ク 内 の 水 が 管 路 へ 出 る こ と で 圧 力

を 減 少 さ せ る も の で あ る 。  

( 3 ) 空 気 弁 の 設 置 ： 配 水 管 路 の 高 所 に 給 気 用 空 気 弁 を

設 置 す る こ と で 圧 力 の 影 響 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。  

( 4 ) 圧 力 タ ン ク ： ポ ン プ 施 設 付 近 へ 設 置 し 圧 力 タ ン ク

内 の 圧 力 に よ り 圧 力 変 動 を 少 な く し 防 止 す る 方 法 で あ

る 。  



 



選 択 科 目 上 水 道 及 び 工 業 用 水 道

科目

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目    3枚中 

技術部門       上下水道部門

部門

専門とする事項 浄水処理 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ－2－1 

 は じ め に ： 水 安 全 計 画 と は 世 界 保 健 機 関 が 提 唱 し た

新 し い 水 質 管 理 手 法 の こ と で 危 害 分 析 ・ 重 要 管 理 点

（ Ｈ Ａ Ｃ Ｃ Ｐ ） の 考 え 方 に 基 づ き 水 源 か ら 給 水 栓 ま で

の リ ス ク 評 価 と リ ス ク 管 理 を 実 施 す る も の で あ る 。  

( 1 )  水 道 シ ス テ ム の 評 価  

水 源 か ら 給 水 栓 ま で の す べ て の 過 程 で 水 質 を 悪 化 さ せ

る 危 害 や 危 害 発 生 原 因 を 分 析 す る た め の 考 え ら れ る 要

素 や 原 因 を 抽 出 す る 。 過 去 の 資 料 等 も 参 考 と し 現 状 の

連 続 監 視 を 行 っ て い る 監 視 デ ー タ も 収 集 ・ 整 理 し 水 源

に 流 入 す る 水 質 を 悪 化 さ せ る 可 能 性 の あ る 物 質 や 運 転

機 器 ， 水 質 管 理 用 計 測 計 器 の 点 検 に 関 す る も の の 正 常

具 合 の 評 価 ， 薬 品 類 の 品 質 の 劣 化 度 具 合 や 適 正 な 水 質

へ の 注 入 状 況 等 を 詳 し く 分 析 し て い く 。  

ま た 浄 水 場 か ら 送 水 さ れ た 浄 水 に 対 し て も 排 水 施 設 ，

配 水 管 ブ ロ ッ ク 過 程 で の 残 留 塩 素 の 状 況 や 水 質 の 変 化

（ Ｐ Ｈ ， 濁 度 ， ト リ ハ ロ メ タ ン の 量 の 変 化 ） を 各 地 点

で 定 期 的 に 捉 え る こ と で 分 析 す る 資 料 と し て い く 。  

最 後 の 給 水 栓 で も 住 民 の 方 で 行 え る 簡 単 な 測 定 （ 臭 気 ，

Ｐ Ｈ ， 残 塩 等 ） を モ ニ タ ー と し て 採 用 し て い け ば 配 水

管 網 内 で の 水 質 の 最 終 結 果 と し て の 最 良 の 評 価 も 行 え

る 。 こ の よ う に し て 水 道 水 質 や 浄 水 処 理 の 安 全 性 に 影

響 を 与 え る 可 能 性 の あ る 危 害 を 対 象 と し て 抽 出 を 行 う 。

こ れ ら か ら 危 害 の 重 要 度 を 求 め る た め の 管 理 基 準 を 作

成 す る 。  

( 2 )  監 理 措 置 の 設 定  
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受験番号 

問題番号 
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Ⅱ－2－1 

危 害 レ ベ ル の 判 定 表 を 基 に 各 レ ベ ル に 対 応 す る 措 置 を

設 定 し 危 害 発 生 が 生 じ た 場 合 に そ の 影 響 を 最 小 限 に 止

め る 措 置 で あ る 。 危 害 レ ベ ル の 最 小 値 と し て は 管 理 が

通 常 の 状 態 で 対 応 す る も の と し 、 最 大 値 の 場 合 で は 原

則 と し て 取 水 ， 送 配 水 ， 給 水 停 止 を す み や か に 実 行 す

る 判 断 を と る も の で あ る 。 中 間 値 で は 管 理 基 準 を 超 え

た 部 分 に 対 し て の そ の 原 因 追 求 を 行 い 維 持 管 理 マ ニ ュ

ア ル 内 の 想 定 し て い る も の で あ れ ば マ ニ ュ ア ル に よ る

手 順 に 従 い 実 行 し 危 害 の 回 復 を 進 め る 。 マ ニ ュ ア ル に

は な い 想 定 外 の 事 象 に よ る も の に つ い て は 最 大 値 へ の

危 険 性 を 見 な が ら 原 因 の 追 求 を 行 い レ ベ ル 超 過 で 素 早

く 各 施 設 で の 運 用 停 止 を 行 え る 準 備 を 整 え て お く 。 停

止 想 定 の 予 測 が 可 能 に な る 状 況 で は 各 施 設 で の バ ッ ク

ア ッ プ 機 能 の 準 備 や ラ イ ン の 予 備 運 転 準 備 を 並 行 し て

進 め れ る よ う に し て お く 。  

大 切 な こ と は 危 害 発 生 時 に 迅 速 か つ 的 確 な 対 応 が で き

る 準 備 と し て 維 持 管 理 マ ニ ュ ア ル の 作 成 を し て お く こ

と と 想 定 外 で の 手 順 の 進 行 が す み や か に 行 え る よ う 日

常 か ら 模 擬 的 訓 練 の 実 施 を し て お く こ と で あ る 。 想 定

外 に 対 し て も 出 来 う る 対 応 的 マ ニ ュ ア ル を 設 定 し て ，

最 小 限 で 素 早 い 対 応 で 危 害 が 終 了 で き る も の と し て お

く こ と が 必 要 で あ る 。  

( 3 )   危 害 レ ベ ル で の 段 階 に よ る 措 置 を 標 準 マ ニ ュ ア

ル に よ り 実 施 し て い き 危 害 レ ベ ル 低 下 を 進 め る 。  

対 応 す る 措 置 に 対 し て レ ベ ル の 低 下 が な く な ら な い あ
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問題番号 
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Ⅱ－2－1 

る い は 上 昇 す る 場 合 に は ， 住 民 や 影 響 の あ る 施 設 へ の

連 絡 体 制 の 準 備 ， 水 道 施 設 へ の 切 替 （ 水 源 ， 連 携 事 業

体 へ の 応 援 体 制 e t c ） を す み や か に で き る よ う 行 動 す

る 。 （ 記 録 と 状 況 の 把 握 を す る 。 ）  
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受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目    ２ 枚中 

技術部門        上下水道部門 
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選択科目Ⅱ－２－２ 

１ ．  小 水 力 発 電 設 備 が 導 入 さ れ る 背 景  

小 水 力 発 電 設 備 が 導 入 さ れ る 背 景 と し て は 、 以 下 の

２ 点 が 挙 げ ら れ る 。  

１ ）  地 球 温 暖 化 の 進 行  

我 が 国 の 水 道 事 業 に お け る 電 力 使 用 量 は 、 全 国 の 総

電 力 使 用 量 の 約 0 . 9 ％ を 占 め て い る 。 地 球 温 暖 化 に よ

る 気 候 変 動 等 が 要 因 と な っ て 、 地 球 上 の 利 用 可 能 な 水

量 が 減 少 し 、 水 質 が 悪 化 し て い く こ と が 懸 念 さ れ て い

る 。 地 球 環 境 問 題 の 深 刻 化 は 、 循 環 資 源 で あ る 水 を 利

用 す る 水 道 に お い て も 大 き な 影 響 を 及 ぼ し 得 る も の で

あ り 、 持 続 可 能 な 水 道 の 構 築 の た め に エ ネ ル ギ ー 対 策

が 必 要 で あ る 。 ま た 、 公 益 的 サ ー ビ ス の 提 供 者 と し て

社 会 的 責 任 を 率 先 し て 果 た す 観 点 か ら 、 水 道 事 業 者 自

ら 環 境 保 全 の た め の 目 標 を 立 て 、 エ ネ ル ギ ー 対 策 な ど

の 環 境 対 策 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

２ ）  東 日 本 大 震 災 の 発 生  

平 成 ２ ３ 年 ３ 月 １ １ 日 、 三 陸 沖 を 震 源 と す る マ グ ニ

チ ュ ー ド ９ ． ０ の 我 が 国 観 測 史 上 最 大 の 地 震 が 発 生 し

た 。 こ の 地 震 で は 、 地 震 動 だ け で な く 、 大 規 模 な 津 波

や 地 盤 液 状 化 、 放 射 性 物 質 の 飛 散 に よ る 水 質 へ の 影 響 、

計 画 停 電 に よ る 電 力 使 用 制 限 に よ り 水 道 施 設 へ 大 き な

影 響 が あ っ た 。 特 に 計 画 停 電 に よ り 、 浄 水 場 に お け る

監 視 制 御 設 備 が 使 用 で き な い な ど 施 設 の 脆 弱 性 が 明 ら

か と な り 、 自 ら エ ネ ル ギ ー を 確 保 す る 重 要 性 が 増 し て

い る 。  
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受験番号 

問題番号 
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技術部門        上下水道部門 
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選択科目Ⅱ－２－２ 

２ ．  小 水 力 発 電 設 備 の 導 入 前 調 査  

ま ず 、 小 水 力 発 電 設 備 の 導 入 に 当 た り 、 環 境 貢 献 や

事 業 運 営 の た め の エ ネ ル ギ ー 確 保 な ど 、 事 業 の 目 的 を

明 確 化 す る 必 要 が あ る 。 次 に 事 業 形 態 と し て 、 水 道 事

業 体 の 単 独 事 業 と す る の か 、 あ る い は 発 電 会 社 な ど と

の 共 同 事 業 と す る の か 決 定 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 発

電 し た 電 力 を 売 電 又 は 自 己 消 費 す る の か に つ い て も 併

せ て 決 定 す る 必 要 が あ る 。  

３ ．  小 水 力 発 電 設 備 の 導 入 手 順 及 び 留 意 事 項  

小 水 力 発 電 設 備 の 導 入 手 順 及 び 留 意 事 項 を 以 下 に 挙

げ 、 説 明 す る 。  

①  既 存 資 料 の 収 集 を 行 い 未 利 用 水 頭 及 び 発 電 能 力 の

確 認 ・ 検 討 を 行 う と と も に 、 周 辺 に 消 費 電 力 が あ る か

確 認 す る 必 要 が あ る 。  

②  導 入 に 当 た っ て は 、 既 存 水 道 施 設 の 水 運 用 に 影 響

を 与 え な い よ う に す る こ と が 基 本 で あ り 、 停 電 時 な ど

発 電 機 が 停 止 し た 際 の ウ ォ ー タ ー ハ ン マ の 検 討 を 行 い 、

必 要 に 応 じ て バ イ パ ス 弁 の 設 置 等 を 検 討 す る 。  

③  小 水 力 発 電 設 備 の 周 辺 状 況 を 十 分 調 査 し 、 地 域 住

民 に 対 し て 騒 音 ・ 振 動 な ど の 影 響 を 与 え な い よ う 設 計

を 行 う 。  

④  非 常 時 に お け る 対 応 マ ニ ュ ア ル の 整 備 を 行 い 、 連

絡 体 制 、 断 水 作 業 の 手 順 及 び 留 意 事 項 の 整 備 を 行 う 。  

⑤  共 同 事 業 の 場 合 は 、 定 期 点 検 な ど 維 持 管 理 の 分 担

を 整 理 し た 維 持 管 理 マ ニ ュ ア ル な ど の 整 備 を 行 う 。  



 

問題Ⅲ 

（課題解決問題） 
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1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     3 枚中 

技術部門 上下水道部門 
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

１ ． リ ス ク  

１ ． １  水 源 の リ ス ク  

外 国 資 本 に よ る 森 林 買 収 に よ り 水 源 用 地 が 失 わ れ 、

水 量 不 足 に な る リ ス ク が あ る 。 水 は 国 民 の 財 産 で あ り 、

水 源 を 失 う と 渇 水 時 の 対 応 が で き な く な る 。 ま た 、 水

源 の 減 少 は 水 質 事 故 へ の 対 応 が 出 来 な く な る リ ス ク が

あ る 。  

１ ． ２  突 発 的 事 故 リ ス ク  

昨 年 発 生 し た 利 根 川 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 事 故 な ど 、

突 発 的 な 水 質 事 故 が 発 生 す る と 安 全 な 水 質 の 水 道 水 の

供 給 が で き な く な る 。 利 根 川 の 水 質 事 故 は 、 排 水 基 準

値 内 の 物 質 が 原 因 で あ り 、 明 ら か に 有 毒 と い う も の で

は な い も の が 公 共 用 水 域 に 放 流 さ れ 、 浄 水 場 で 次 亜 塩

素 酸 と 反 応 し て 有 毒 な 消 毒 副 生 成 物 が 生 成 し た 事 故 で

あ っ た 。  

１ ． ３  地 震 リ ス ク  

水 道 施 設 が 震 災 に あ う と 、 耐 震 化 対 策 し て い な い 水

道 施 設 が 破 損 し 、 断 水 と な る 。 そ の 結 果 、 飲 料 水 が 供

給 で き な く な り 被 災 者 は 生 命 の 危 機 と な る 。 ま た 、 断

水 は 消 火 活 動 に も 支 障 を 来 す 。  

１ ． ４  そ の 他 の リ ス ク  

水 道 施 設 内 へ の 不 審 者 侵 入 や テ ロ 行 為 に 対 す る リ ス

ク 、 異 物 投 入 や 飛 来 有 害 物 質 混 入 に 対 す る リ ス ク な ど

が あ る 。  

２ ． 私 が 重 要 と 考 え る 技 術 的 課 題  
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受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     3 枚中 

技術部門 上下水道部門 

問題：3-1 非常時のリスク（3枚） 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

私 は 「 た く さ ん の 老 朽 化 し た 水 道 施 設 の 更 新 」 が 重

要 な 技 術 的 課 題 で あ る と 考 え る 。  

老 朽 管 を こ の ま ま 放 置 す る と  

①  漏 水 事 故 が 多 発 、 道 路 陥 没 事 故 が 多 発  

② ど こ で 漏 水 事 故 が 発 生 す る か 分 か ら ず 漏 水 修 理 費

用 が 嵩 む  

③  鉄 管 な ど 管 内 の 腐 食 に よ り 水 質 が 悪 化 す る  

④ 安 定 し た 配 水 が 行 え ず 、 圧 力 低 下 な ど 住 民 サ ー ビ

ス が 悪 化 す る  

３ ． 技 術 的 提 案  

財 源 の 裏 付 け の あ る 計 画 を 行 う 。 例 え ば ア セ ッ ト マ

ネ ジ メ ン ト 手 法 を 活 用 す る 。 具 体 的 に は 、  

①  水 道 施 設 の 台 帳 化  

②  壊 れ て か ら 直 す の で は 無 く 、 壊 れ る 予 測 を 立 て

る  

③  施 設 の 重 要 度 に よ っ て 優 先 順 位 を つ け る  

４ ． 効 果  

水 道 施 設 を 台 帳 化 す る こ と に よ り 、 予 防 保 全 が で き

る 。 ま た 、 総 支 出 額 の 平 準 化 や 費 用 を 安 価 に 抑 え る こ

と が で き る 。  

５ ． 影 響  

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法 に よ り 経 営 を 行 う と 、 水

道 事 業 経 営 の 健 全 化 が 判 明 す る 。 そ の 結 果 、 水 道 料 金

の 値 上 げ が 必 要 と な る 。  

６ ． 将 来 展 望  
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受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目     3 枚中 
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○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

水 道 料 金 の 値 上 げ に よ る 対 応 は 現 実 的 に 際 限 な く 可

能 な 訳 で は な い 。 そ の た め 、 人 口 減 少 に よ る 水 道 使 用

量 に 見 合 っ た 施 設 規 模 に ダ ウ ン サ イ ジ ン グ を 行 う こ と

で 老 朽 化 施 設 更 新 費 用 の 低 減 や 、 維 持 管 理 コ ス ト 削 減

を 図 る こ と が 重 要 で あ る 。          以 上  















 

 

 

 

10-2 下水道 



問題Ⅱ 

（専門問題） 









選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-1-2 合流式下水道改善対策 

 合 流 式 下 水 道 の 改 善 目 標 は 、 長 期 的 な 改 善 目 標 を 踏

ま え 当 面 の 改 善 目 標 を 設 定 し 、 早 期 の 改 善 を 図 る も の

と す る 。 当 面 の 改 善 目 標 と は 、 下 記 の 通 り で あ る 。  

１ ． 汚 濁 負 荷 量 の 削 減 （ 年 間 総 汚 濁 負 荷 量 が 、 分 流 式

下 水 道 に 置 き 換 え た 場 合 の 汚 濁 負 荷 量 と 同 程 度 以 下 と

す る 。 ） 対 策 は 、 ① 雨 天 時 の 処 理 能 力 を 向 上 さ せ る 。

（ 雨 天 時 活 性 汚 泥 法 及 び ス ワ ー ル 分 水 槽 の 設 置 を 行

う 。 ） ② 合 流 管 路 を 雨 水 管 と し て 利 用 す る 等 を 行 い 、

早 期 に 分 流 式 下 水 道 を 整 備 す る 。  

２ ． 公 衆 衛 生 上 の 安 全 確 保 （ す べ て の 、 吐 け 口 に お い

て 未 処 理 水 の 放 流 回 数 を 半 減 す る 。 ） 対 策 と し て は 、

① 雨 水 吐 き 室 の 越 流 堰 の か さ 上 げ を 行 う 。 ② 遮 水 管 路

容 量 を 増 強 及 び 新 設 し 遮 集 能 力 の 増 加 を 図 る 。  

３ ． き ょ う 雑 物 の 削 減 （ す べ て 、 の 吐 け 口 に お い て 、

き ょ う 雑 物 の 流 出 を 極 力 防 止 す る 。 ） で あ る 。 対 策 は 、

① 既 設 の ス ク リ ー ン よ り 細 め の ス ク リ ー ン に 変 更 し 夾

雑 物 を 補 足 し 易 く す る 。 ② 雨 水 吐 き 室 の 越 流 堰 の か さ

上 げ を 行 う 。  

 放 流 先 に 於 け る 対 策 を 強 化 す べ き 重 要 水 域 と は 、 雨

天 時 に 短 時 間 で も 高 濃 度 の 汚 濁 物 質 が 公 共 用 水 域 へ 流

出 し た 場 合 に 、 そ の 影 響 が 懸 念 さ れ る 水 域 で あ り 、 水

道 水 の 取 水 口 や 水 浴 場 及 び 親 水 施 設 等 が あ り 、 重 要 影

響 水 域 と し て 最 優 先 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。  

 以 上  
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選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-1-4 臭気の発生場所及び防除 

１ ． 下 水 施 設 の 臭 気 発 生 源 及 び 臭 気 成 分  

 臭 気 の 発 生 源 は 、 汚 水 処 理 施 設 （ 臭 気 濃 度 は 低 い ）

と 汚 泥 処 理 施 設 （ 臭 気 濃 度 が 高 い ） に 分 け ら れ る 。 汚

水 処 理 施 設 で の 発 生 箇 所 は 、 沈 砂 地 、 最 初 沈 殿 地 、 汚

水 調 整 池 、 反 応 タ ン ク 等 で あ る 。 汚 泥 処 理 施 設 の 発 生

箇 所 は 、 濃 縮 ・ 消 化 ・ 貯 留 タ ン ク 、 脱 水 施 設 、 焼 却 施

設 等 で あ る 。 発 生 す る 臭 気 成 分 は 、 硫 化 水 素 、 メ チ ル

メ ル カ プ タ ン 、 硫 化 メ チ ル 、 二 硫 化 メ チ ル 、 ア ン モ ニ

ア の 悪 臭 ５ 物 質 及 び そ の 複 合 臭 気 で あ る 。  

２ ． 臭 気 対 策  

１ ） 覆 蓋 や 密 閉 蓋 な ど に よ り 経 路 を 遮 断 す る 。  

２ ） 汚 泥 の 腐 敗 防 止 と 清 掃 で 臭 気 の 発 生 を 抑 制 す る 。  

３ ． 脱 臭 技 術  

１ ） 活 性 炭 脱 臭 法  

 臭 気 物 質 を 吸 着 塔 内 の 活 性 炭 に 通 し て 吸 着 、 酸 化 分

解 す る 。 硫 化 水 素 、 メ チ ル メ ル カ プ タ ン が 適 応 物 質 。

再 生 、 取 り 替 え が 必 要 で あ り 、 比 較 的 高 価 で あ る 。 圧

力 損 失 は 大 き い が 、 日 常 の 管 理 が 簡 単 で あ る 。 低 濃 度

の 除 去 に 適 し て お り 、 脱 臭 の 仕 上 げ に 使 用 さ れ る 。  

２ ） 土 壌 脱 臭 法  

 土 壌 内 に 臭 気 を 吹 き 込 み 、 細 菌 等 の 作 用 に よ り 吸 着 、

酸 化 分 解 す る 。 有 機 性 物 質 が 適 応 物 質 で あ る 。 建 設 費

は 安 価 で あ る が 、 広 い 面 積 が 必 要 と な る 。 土 壌 の 圧 密

に よ る 通 気 性 、 排 水 障 害 の 対 応 に 手 間 が か か る 。  

 以 上  
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選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-2-1 下水汚泥のｴﾈﾙｷﾞｰ化技術 

１ ．  は じ め に  

 下 水 道 処 理 過 程 で 発 生 す る 下 水 汚 泥 は ， ８ ０ ％ 程 度

の 高 い リ サ イ ク ル 率 で あ る が 、 そ の 殆 ど は 、 セ メ ン ト

化 等 の 建 設 資 材 へ の 利 用 で あ る 。 下 水 汚 泥 中 の 有 機 物

の 内 、 バ イ オ ガ ス や 燃 料 等 の エ ネ ル ギ ー と し て 利 用 さ

れ て い る も の は 、 １ ３ ． ７ ％ と 非 常 に 低 い 。 下 水 汚 泥

は 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル な エ ネ ル ギ ー と し て そ の エ

ネ ル ギ ー 価 値 が 見 直 さ れ て お り 、 下 水 処 理 場 に お け る

エ ネ ル ギ ー 対 策 や 地 球 温 暖 化 対 策 に 大 き く 貢 献 す る こ

と が 期 待 さ れ て い る 。  

（ １ ）  事 前 に 調 査 す る 必 要 が あ る 事 項  

 下 水 汚 泥 エ ネ ル ギ ー 化 技 術 の 導 入 に 際 し て は 、 下 記

の 事 項 に つ い て 事 前 調 査 を 行 う 必 要 が あ る 。  

①  自 治 体 が 抱 え る 課 題 の 把 握  

発 生 汚 泥 量 の 削 減 や 下 水 汚 泥 処 理 処 分 コ ス ト の

削 減 等 の 問 題 に 対 し て 対 応 出 来 る か 検 証 を 行 う 。  

又 、 エ ネ ル ギ ー 化 技 術 の 導 入 に よ る 地 域 産 業 の

活 性 化 や 雇 用 確 保 に つ い て も 検 証 が 必 要 と な る 。  

②  下 水 処 理 場 の 特 性 の 把 握  

下 水 処 理 場 の 施 設 整 備 状 況 や 既 存 施 設 以 外 の 敷

地 の 残 地 状 況 、 発 生 汚 泥 量 及 び 発 生 汚 泥 の 性 状 に

つ い て の 調 査 を 行 う 。 又 、 臭 気 や 騒 音 に よ り 周 辺

住 民 に 与 え る 影 響 を 検 証 す る 。  

③  採 用 す る エ ネ ル ギ ー 化 技 術 の 選 定  

  施 設 か ら 発 生 す る 汚 泥 の 性 状 に 対 応 し た 、 導 入



選択科目             科目 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅱ-2-1 下水汚泥のｴﾈﾙｷﾞｰ化技術 

可 能 な エ ネ ル ギ ー 化 技 術 （ 固 形 燃 料 化 、 バ イ オ ガ

ス 利 用 等 ） に つ い て 検 証 が 必 要 で あ る 。  

④  製 品 受 け 入 れ 先  

   エ ネ ル ギ ー 化 さ れ た 製 品 の 受 け 入 れ 先 （ 火 力 発

電 所 等 ） の 有 無 。 又 、 受 け 入 れ 先 ま で の 運 搬 距 離

や 長 期 的 且 つ 安 定 的 に 受 け 入 れ が 可 能 か の 検 証 。  

（ ２ ）  業 務 を 進 め る 手 順  

 下 水 汚 泥 エ ネ ル ギ ー 化 技 術 の 導 入 手 順 は 、 下 記 の 通

り で あ る 。  

① 基 礎 調 査 （ 事 前 調 査 ） → ② 検 討 対 象 と す る エ ネ ル

ギ ー 化 技 術 の 抽 出 → ③ 事 業 形 態 の 設 定 （ 契 約 方 式 、 法

制 度 の 整 理 等 ） → ④ 温 室 効 果 ガ ス 削 減 効 果 の 算 定 → ⑤

エ ネ ル ギ ー 化 に 伴 う 費 用 対 効 果 の 検 証 → ⑥ 事 業 性 有 り

と 判 断 さ れ た 技 術 に 対 し て 、 自 治 体 の 意 向 や 要 求 事 項

を 満 足 し て い る か の 総 合 評 価 を 行 う 。 → ⑦ 詳 細 検 討 →

⑧ 実 施 計 画 と な る 。  

（ ３ ）  業 務 を 進 め る 際 に 留 意 す べ き 事 項  

 下 水 汚 泥 の エ ネ ル ギ ー 化 技 術 を 導 入 し 、 業 務 を 進 め

て い く 上 で の 留 意 点 は 、 下 記 の 通 り で あ る 。  

①  温 室 効 果 ガ ス の 種 類 別 の 削 減 効 果 を 検 証 す る 。  

②  専 門 技 術 者 の 人 材 確 保 と 定 期 的 な 教 育 を 行 う 。  

③  エ ネ ル ギ ー 化 技 術 は 日 々 向 上 し て い る た め 、 よ

り 効 率 の 良 い 、 省 エ ネ ル ギ ー な 技 術 の 更 新 を 図 る

必 要 が あ る 。  

④  周 辺 環 境 へ の 影 響 を 常 に 監 視 す る 。   以 上 。  









 

問題Ⅲ 

（課題解決問題） 





選択科目             科目 

 

 

1

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1 

１  計 画 を 立 案 す る 上 で の 基 本 的 考 え 方 に つ い て  

 浸 水 対 策 の 計 画 を 策 定 す る に 当 り 、 ピ ー ク 流 出 量 対

応 の （ 管 き ょ ） 整 備 で は 不 経 済 で あ る ば か り で な く 時

間 が か か る 可 能 性 が あ る 。 地 域 特 性 に 応 じ た 目 標 を 設

定 し 、 多 様 な 主 体 と 連 携 し な が ら 公 助 ・ 自 助 を 組 み 合

わ せ て 総 合 的 に 浸 水 対 策 を 行 う こ と が 重 要 で あ る 。  

 目 標 設 定 に 当 っ て は 、 災 害 の 再 発 防 止 、 甚 大 な 被 害

の 未 然 防 止 の 観 点 か ら 既 往 最 大 規 模 の 降 雨 な ど こ れ ま

で の 整 備 規 模 を 大 き く 上 回 る 豪 雨 へ の 対 応 を 目 標 と す

る 。  

 「 人 命 の 保 護 」 「 都 市 機 能 の 確 保 」 「 個 人 財 産 の 保

護 」 の ３ 点 を 勘 案 し 、 重 点 対 策 地 区 を 設 定 し 効 率 的 に

浸 水 対 策 を 行 う 。  

 ま た 、 浸 水 対 策 を 下 流 河 川 計 画 と 整 合 の と れ た 雨 水

排 除 計 画 と す る た め 、 雨 水 貯 留 池 な ど 、 貯 留 浸 透 施 設

の 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。  

２  調 査 す べ き 事 項 及 び 考 慮 す べ き 内 容  

 優 先 的 に 対 策 を 実 施 す る 地 区 を 選 定 す る 上 で 調 査 す

べ き 事 項 は 、 既 往 最 大 降 雨 や そ の 際 の 浸 水 被 害 状 況 、

下 流 河 川 計 画 な ど で あ る 。  

 浸 水 の 恐 れ の あ る 駅 や 周 辺 の 地 下 街 な ど は 「 人 命 の

保 護 」 の 観 点 か ら 最 優 先 で 対 策 を 行 い 、 対 策 内 容 の 検

討 に 当 っ て は 安 全 性 が 高 く 早 期 に 実 現 可 能 な 対 策 案 を

選 定 す る 。  

 浸 水 の 恐 れ の あ る 幹 線 道 路 な ど は 「 都 市 機 能 の 確



選択科目             科目 

 

 

2

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1 

保 」 の 観 点 か ら 、 上 記 の 次 に 優 先 的 に 行 い 、 対 策 内 容

の 検 討 に 当 っ て は 、 経 済 性 に 優 れ 早 期 実 現 可 能 な 対 策

案 を 選 定 す る 。  

 浸 水 の 実 績 の 多 い 低 地 の 住 宅 街 な ど は 「 個 人 財 産 の

保 護 」 の 観 点 か ら 、 安 全 性 （ 床 上 浸 水 し な い 水 位 の 確

保 の 確 実 性 ） が 高 く 早 期 実 現 可 能 な 対 策 案 を 選 定 す る 。  

 な お 、 想 定 す る 豪 雨 と モ デ ル 化 し た 対 策 地 区 に つ い

て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う こ と で 浸 水 の 再 現 性 や 対

策 案 ご と の 対 策 の 効 果 を 調 査 す る 。  

３  自 助 ・ 公 助 の 考 え 方 に 基 づ い た 具 体 的 な 対 策  

ア  公 助 に よ る ハ ー ド 対 策  

①  大 規 模 幹 線 の 貯 留 管 と し て の 活 用  

 大 規 模 幹 線 は 完 成 ま で に 期 間 を 要 す る た め 、 早 期 に

効 果 を 発 現 す る こ と は 難 し い 。 そ の た め 、 す で に 整 備

が 完 了 し た 区 間 を 先 に 貯 留 管 と し て 活 用 す る 。  

②  幹 線 の ネ ッ ト ワ ー ク 化  

 既 設 幹 線 等 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 雨 水 を 相 互 融 通 す る 。

こ れ に よ り 各 幹 線 が 有 す る 能 力 を 最 大 限 活 用 す る こ と

が で き 、 集 中 豪 雨 に 対 し て 安 全 性 を 高 め る こ と が で き

る 。   

③  流 出 抑 制 施 設 の 整 備  

 雨 水 貯 留 管 や 雨 水 浸 透 施 設 の 整 備 に よ り 、 雨 水 を 貯

留 ・ 浸 透 さ せ 、 宇 津 井 の 流 出 量 を 抑 制 す る 。  

イ  公 助 に よ る ソ フ ト 対 策  

①  光 フ ァ イ バ ー を 活 用 し た 浸 水 情 報 の 収 集 ・ 提 供  
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 光 フ ァ イ バ ー を 活 用 し 降 雨 ・ 浸 水 情 報 を リ ア ル タ イ

ム で 収 集 し 、 施 設 の 運 転 管 理 等 に 活 用 す る 。 ま た 、 収

集 し た 情 報 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 で 住 民 に 提 供 し 、 浸

水 被 害 の 未 然 防 止 を 図 る 。  

②  内 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 ・ 公 表  

 内 水 に よ る 浸 水 に 関 す る 情 報 及 び 避 難 に 関 す る 情 報

を 積 極 的 に 住 民 に 提 供 し 、 平 常 時 か ら 住 民 の 自 助 意

識 ・ 防 災 意 識 の 醸 成 を 図 る 。  

ウ  自 助 に よ る ハ ー ド 対 策  

 地 下 施 設 等 へ の 止 水 板 や 土 の う の 設 置  

 地 下 施 設 等 へ の 出 入 り 口 等 へ の 止 水 板 や 土 の う の 設

置 等 を 進 め 、 浸 水 の 危 険 性 が 高 い 地 域 の 安 全 性 を 高 め

る 。 （ こ う し た 対 応 を 確 実 な も の と す る た め ～ ）  

エ  自 助 に よ る ソ フ ト 対 策  

①  道 路 雨 水 ま す の 清 掃  

 道 路 等 の 雨 水 を 円 滑 に 排 除 す る た め 、 道 路 雨 水 ま す

の 清 掃 を 実 施 す る 。 （ 特 に 、 雨 季 前 に 雨 水 ま す の 清 掃

や 点 検 な ど を 行 う こ と が 有 効 で あ る ） 。  

②  止 水 板 等 の 設 置 訓 練 や 避 難 訓 練 等 の 実 施  

 豪 雨 時 に 迅 速 か つ 的 確 に 止 水 板 や 土 の う を 設 置 す る

た め の 設 置 訓 練 や 、 （ 避 難 所 へ の ） 避 難 訓 練 等 を 実 施

す る 。  
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問題番号 
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Ⅲ-1 浸水対策 

１ ．  は じ め に  

 近 年 、 都 市 化 の 発 展 や 頻 発 す る 集 中 豪 雨 に よ り 、 下

水 計 画 時 の 想 定 を 超 え た 雨 水 量 が 発 生 し て い る 。 一 方

で 、 都 市 部 へ の 人 口 集 中 や 地 下 道 な ど の 土 地 利 用 の 高

度 化 が 進 展 し て お り 、 内 水 氾 濫 に よ る 浸 水 に 伴 う 人 命

や 財 産 、 都 市 機 能 へ の 甚 大 な 影 響 が 懸 念 さ れ て い る 。  

 こ の た め 、 想 定 を 越 え た 浸 水 被 害 を 最 小 化 す る 対 策

を 緊 急 に 講 じ る 必 要 性 が 高 ま っ て い る 。  

２ ．  計 画 を 立 案 す る 上 で の 基 本 的 な 考 え 方  

 計 画 を 立 案 す る に 当 た っ て は 、 以 下 の 点 に 留 意 す る

必 要 が あ る 。  

１ ）  雨 水 量 の 想 定  

 こ れ ま で は 、 概 ね ５ 年 に 一 回 の 豪 雨 （ 時 間 雨 量 ５ ０

ｍ ｍ 程 度 ） を 想 定 し た 整 備 計 画 を 進 め て き た が 、 以 前

に 被 災 し た 区 域 に 於 い て は 、 再 度 の 災 害 防 止 及 び 甚 大

な 被 害 の 未 然 防 止 の 観 点 か ら 、 既 往 最 大 雨 水 量 を 計 画

雨 水 量 と し た 想 定 が 必 要 と な る 。 目 標 と し て は 、 地 下

街 へ の 浸 水 防 止 や 幹 線 道 路 の 冠 水 防 止 、 床 上 浸 水 防 止

等 で あ る 。  

２ ）  地 域 特 性 を 把 握 し た 整 備 計 画  

 全 て の 地 域 を 一 律 の 整 備 基 準 に 基 づ い て 整 備 す る 事

は 、 整 備 水 準 の 向 上 及 び コ ス ト 縮 減 の 面 か ら も 合 理 的

で な い 。 よ っ て 、 重 点 地 区 を 選 定 し 、 目 標 期 間 を 限 定

し た 上 で 整 備 計 画 を 策 定 す る 。 （ 概 ね 、 5 年 ） 重 点 地

区 と は 、 地 下 街 等 の あ る 土 地 利 用 の 高 度 化 さ れ た 地 区 、  
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床 上 浸 水 が 頻 発 し て い る 地 区 等 で あ る 。  

３ ）  公 助 と 自 助 の 相 互 補 完 に よ る 被 害 の 最 小 化  

 既 往 最 大 降 雨 へ の 対 応 を 目 的 と し た 施 設 整 備 に は 、

膨 大 な 時 間 と コ ス ト が 掛 か る 。 又 、 既 に 整 備 さ れ た 区

域 に 於 い て も 、 近 年 頻 発 す る 想 定 外 の 集 中 豪 雨 に よ り

浸 水 被 害 が 発 生 し て い る 。 そ こ で 、 施 設 整 備 （ 公 助 ）

を 進 め る 一 方 で 自 助 を 促 進 す る 事 に よ り 、 被 害 の 最 小

化 を 図 る 事 が 必 要 で あ る 。  

３ ．  対 策 の 優 先 地 区 の 選 定 方 法  

１ ） 優 先 地 区 選 定 時 の 調 査 す べ き 事 項   

集 中 豪 雨 に よ る 浸 水 被 害 に 対 し て は 、 緊 急 且 つ 、 効

率 的 に 浸 水 被 害 の 最 小 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、

下 記 の 項 目 を 調 査 し 、 優 先 的 に 整 備 を 進 め る 地 区 の 選

定 を 行 う 必 要 が あ る 。  

① 浸 水 被 害 の 頻 発 し て い る 地 区   

② 内 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ に よ る 浸 水 想 定 地 区  

③ 既 存 排 水 施 設 の 排 水 能 力 が 不 足 し て い る 区 間  

④ 地 下 街 な ど 土 地 利 用 が 高 度 化 し て い る 地 区  

⑤ 避 難 所 ・ 避 難 経 路 及 び 防 災 拠 点 指 定 施 設 の 周 辺  

⑥ 緊 急 車 両 の 通 行 が 優 先 さ れ る 道 路 周 辺  

２ ） 経 済 性 、 安 全 性 、 早 期 実 現 性 に つ い て  

  想 定 ケ ー ス 毎 の 浸 水 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 被 災

が 想 定 さ れ る 地 域 の 中 か ら 、 生 命 の 保 護 や 都 市 機 能 の

確 保 、 個 人 財 産 の 保 護 の 観 点 か ら 、 よ り 優 先 順 位 の 高

い 地 区 を 抽 出 し 、 期 限 （ 概 ね 、 5 年 ） を 明 示 し 、 重 点
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的 に 整 備 す る こ と に よ り 、 目 標 の 早 期 発 現 及 び 費 用 対

効 果 が 期 待 さ れ る 。 又 、 対 象 地 区 の 住 民 へ の 説 明 会 等

に よ り 情 報 の 提 供 を 行 い 、 優 先 的 に 事 業 を 行 う 必 要 性

の 理 解 を 進 め る 事 で 、 事 業 の ス ム ー ズ な 進 捗 を 図 る 。  

 そ し て 、 浸 水 に 対 す る 備 え や 避 難 指 示 発 令 時 の 避 難

誘 導 等 の 安 全 の 確 保 へ の 意 識 向 上 が 進 む 事 に よ り 、 よ

り 安 全 性 が 確 保 出 来 る 。  

４ ．  自 助 ・ 公 助 の 対 策 方 法   

１ ）  自 助 に よ る 対 策  

①  ハ ー ド 対 策  

a ) 地 下 施 設 へ の 出 入 口 の 床 高 は 、 道 路 面 よ り 高 く

す る 。 b ) 出 入 口 に 止 水 板 を 設 置 。 c ) 土 の う を 準 備

し て お く 。  

②  ソ フ ト 対 策  

a ) 既 設 雨 水 施 設 を 定 期 的 に 清 掃 。 b ) 避 難 訓 練 や 土

の う 積 み の 訓 練 の 実 施 。 c ) 避 難 場 所 、 避 難 経 路 の

確 認  

２ ）  公 助 に よ る 対 策  

①  ハ ー ド 対 策  

a ) 増 補 管 、 バ イ パ ス 管 に よ る 既 存 管 路 の 増 強 。 b )

ポ ン プ 場 の 新 設 。 c ) 貯 留 施 設 ・ 浸 透 施 設 の 整 備  

②  ソ フ ト 対 策  

a ) 内 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 。 b ) 住 民 へ の 降 雨 情

報 の 提 供 。 c ) 下 水 道 幹 線 内 の 水 位 情 報 や 道 路 の 冠

水 情 報 の 提 供 。 d ) 住 民 か ら の 浸 水 情 報 の 収 集 以 上 。  
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1 . 基 本 方 針  

( 1 )  重 点 地 区 の 設 定 ： 既 往 最 大 降 雨 な ど 、 下 水 道 の 整

備 水 準 を 大 き く 超 過 す る 集 中 豪 雨 に 対 し て ① 生 命 の 保

護 、 ② 都 市 機 能 の 確 保 、 ③ 個 人 財 産 の 保 護 、 の 観 点 か

ら 、 浸 水 被 害 ポ テ ン シ ャ ル の 大 き な 地 区 を 重 点 地 区 に

設 定 し 、 優 先 的 に 浸 水 対 策 を 行 う 。  

( 2 )  河 川 と の 治 水 安 全 度 バ ラ ン ス と 土 地 利 用 ： 都 市 部

の 河 川 は 、 下 水 道 と 治 水 安 全 度 バ ラ ン ス が 計 画 上 十 分

に 実 施 さ れ て い な い こ と が あ り 、 浸 水 対 策 を 計 画 す る

に あ た り 、 河 川 改 修 計 画 、 河 川 へ の 許 容 放 流 量 、 ま た 、  

当 該 排 水 区 の 土 地 利 用 （ 公 共 施 設 ・ 道 路 等 ） を 事 前 に

把 握 し て お く 必 要 が あ る 。  

( 3 )  浸 水 被 害 の 最 小 化 ： 集 中 豪 雨 対 策 を 講 じ る 場 合 、

ピ ー ク 流 出 量 に 対 応 し た 管 渠 整 備 は 、 コ ス ト 面 で 不 経

済 で 、 さ ら に 、 時 間 を 要 す る 。 よ っ て 、 効 果 的 に 浸 水

被 害 の 解 消 ・ 軽 減 に 向 け て 、 多 様 な 主 体 (  行 政 ・ 地 域

コ ミ ュ ニ テ ィ ー )  と 連 携 を 図 り 、 公 助 ・ 自 助 に よ る ハ

ー ド 対 策 ・ ソ フ ト 対 策 を 策 定 す る 。  

2 . 浸 水 対 策  

 優 先 的 に 浸 水 対 策 が 必 要 な 地 区 を 重 点 地 区 に 設 定 し 、

そ の 地 区 を 重 点 的 に か つ 当 面 、 中 長 期 に 分 け て 浸 水 対

策 を 策 定 す る 必 要 が あ る 。 重 点 地 区 へ の 浸 水 対 策 を 行

う た め 、 具 体 的 に 調 査 す べ き 事 項 と 原 因 の 特 定 に つ い

て 以 下 に 述 べ る 。  

( 1 )  調 査 項 目 ： ① 現 地 調 査 、 ② 現 況 雨 水 施 設 の 流 下 能
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力 検 証 （ 管 渠 施 設 、 ポ ン プ 場 ） ③ 浸 水 被 害 ポ テ ン シ ャ

ル が 大 き な 地 区 （ 地 下 室 、 地 下 街 ） の 有 無 に つ い て 調

査 を 行 う 。  

( 2 )  原 因 の 特 定 ： ① 地 形 条 件 な の か 、 ② 雨 水 施 設 の 流

下 能 力 不 足 な の か 、 ③ 河 川 の 影 響 よ る も の な の か 、 原

因 を 特 定 し 、 解 消 に 向 け て 浸 水 対 策 を 計 画 す る 。  

( 3 )  重 点 地 区 へ の 対 策 ： 経 済 性 、 安 全 性 及 び 早 期 実 現

の 観 点 か ら 考 慮 す べ き 内 容 を 次 に 示 す 。  

① 大 規 模 雨 水 幹 線 の 貯 留 管 利 用 （ 当 面 の 対 策 ） ： 大 規

模 雨 水 幹 線 は 整 備 完 了 ま で に 時 間 を 要 す る た め 、 早 期

の 効 果 発 現 が で き な い 。 そ こ で 、 整 備 完 了 ま で の 期 間 、

重 点 地 区 や そ の 下 流 区 域 の 雨 水 管 を 貯 留 管 に 接 続 す る

こ と で 、 浸 水 被 害 の 軽 減 を 図 れ る 。  

② 大 規 模 幹 線 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 （ 中 長 期 の 対 策 ） ： 各

排 水 区 の 大 規 模 幹 線 を ネ ッ ト ワ ー ク 化 し 、 局 所 的 な 集

中 豪 雨 の 雨 水 を 相 互 融 通 さ せ 、 浸 水 被 害 の 解 消 を 図 る 。

③ 雨 水 流 出 抑 制 施 設 の 設 置 ： 雨 水 量 の ピ ー ク カ ッ ト に

よ る 雨 水 量 の 平 均 化 や 雨 水 量 そ の も の を 減 少 さ せ る 、

オ ン サ イ ト （ 公 園 、 駐 車 場 、 公 共 施 設 ） や オ フ サ イ ト

（ 雨 水 調 整 池 、 雨 水 貯 留 管 ） や 雨 水 浸 透 施 設 （ 浸 透 ま

す 、 浸 透 側 溝 ） を 計 画 す る 。 そ の こ と に よ り 放 流 先 河

川 の 許 容 放 流 量 を 満 足 さ せ た り 、 密 集 市 街 地 の た め 管

渠 の 新 設 や 拡 幅 が 困 難 で あ る 場 所 の 断 面 規 模 の 縮 小 が

可 能 と な る 。  

3 . 自 助 ・ 公 助 に よ る ハ ー ド ・ ソ フ ト 対 策  
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受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目   1  枚中 

技術部門上下水道部門 

専門とする事項下水道計画 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字

Ⅲ-1（丸山裕之） 

( 1 )  自 助 （ ハ ー ド 対 策 ） 土 の う の 設 置 ： 浸 水 時 自 助 に

よ る 土 の う の 設 置 に よ る 施 設 内 へ の 浸 水 を 防 止 す る 。

土 の う の 設 置 を 安 全 に 確 実 に 行 う に は 、 公 助 の 情 報 提

供 サ ー ビ ス と 組 み 合 わ せ て い く 必 要 が あ る 。  

( 2 )  自 助 （ ソ フ ト 対 策 ） 土 の う の 設 置 ・ 訓 練 ： 浸 水 時

土 の う の 設 置 を 迅 速 か つ 的 確 な 対 処 を 可 能 に す る に は 、

土 の う の 設 置 技 術 の 習 得 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 浸 水 時

に 発 生 す る 現 象 を 事 前 に 体 験 し て お く こ と も 安 全 向 上

に な る た め 、 こ れ ら の 体 験 ・ 訓 練 を シ ス テ ム と し て 構

築 し て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

( 3 )  公 助 （ ハ ー ド 対 策 ） R T C の 活 用 ： 水 位 情 報 や 降 雨

情 報 を 収 集 し 、 R T C （  リ ア ル タ イ ム コ ン ト ロ ー ル ） シ

ス テ ム に よ り 、 雨 水 施 設 （ ポ ン プ 場 、 幹 線 吐 口 の ゲ ー

ト 開 閉 等 ） の 効 果 的 な 制 御 を 行 い 、 浸 水 被 害 の 最 小 化

を 図 る 。  

( 4 )  公 助 （ ソ フ ト 対 策 ） 内 水 ハ ザ ー ド マ ッ プ 作 成 公

表 ： 内 水 の 浸 水 被 害 に よ る 情 報 と し て 、 （ 浸 水 位 置 、

避 難 場 所 、 避 難 経 路 ） を 示 し 、 住 民 に 公 表 す る こ と で 、

平 常 時 か ら の 自 助 意 識 、 防 災 意 識 の 向 上 を 図 れ る 。  

 

 

 

 

 

以 上   



 

 

 

 

 

 

10-3 水道環境 



問題Ⅱ 

（専門問題） 







 

問題Ⅲ 

（課題解決問題） 




